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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   宮前平もりのこ保育園 

報告作成日：     2020 年 12 月 20 日  （評価に要した期間 5 ヶ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：8 月上旬~9 月上旬】 

・評価機関の担当者より、施設長へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共通

評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：11 月 9 日～11 月 20 日】 

・配布：全園児の保護者（54 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収 BOX に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査 【実施日：10 月 19 日、10 月 26 日】  

■10 月 19 日 

①午前：各クラスの保育観察 

②午後：書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

■10 月 26 日 

①午前：各クラスの保育観察 

②午後：書類調査～事業者面接調査（施設長） 

 

 

4．利用者本人調査【実施日：10 月 19 日、10 月 26 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 株式会社こどもの森が運営する宮前平もりのこ保育園は、東急田園都市線 宮前平駅から徒歩 10 分の場所

にあり、周辺はマンション等の住宅街に囲まれています。園は鉄筋コンクリート造 4 階建ての 2 階部分に位

置します。園の定員は、60 名（0～5 歳児）、開園時間は、月曜日から土曜日の 7 時 00 分～20 時 00 分です。 

 玄関を入ると、正面に 3 歳児~5 歳児の保育室があります。左手にはフリースペースがあり、ソファーを置

くなど、保護者が迎えに来た際にくつろげる空間になっています。フリースペースを通り、0 歳児、1 歳児、

2 歳児の保育室が並んでいます。職員室はちょうど園の中央に位置し、各保育室から出入りしやすい構造に

なっています。玄関には、地域の相談窓口や、近隣の公園をイラスト入りで分かりやすく示した散歩マップ

など、保護者向けのさまざまな情報が掲示されています。また、タブレット型端末を使用し、子どもたちの

活動写真をスライドショーにして示すなど、子どもの成長について保護者と共有できる場となっています。 

 保育室内は、玩具棚等で子どもたちが生活しやすい空間を設定し、それぞれの玩具棚には、ブロックや木

製の電車、線路など、各年齢の発達や子どもたちの興味、関心に応じた玩具が用意され、子どもたちがいつ

でも自由に取り出せる環境になっています。また、全体的な計画や年間指導計画、月間指導計画など、保育

の指導計画が掲示されているとともに、献立表や乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する掲示などがあり、保

護者と保育の内容について共有できるよう工夫されていました。 

 園は、鉄筋コンクリート造 4 階建ての 2 階部分に位置しますが、園内が濃い茶色の木材で統一されており、

重厚感があり、ぬくもりを感じる温かい雰囲気になっています。また、道路に面した側には、大きな窓があ

り、外の光が十分に入ってくるよう工夫されています。 
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1．高く評価できる点 

○毎月の保育テーマを決め、「五感を感じる保育」を取り入れ、実践しています 

 園のしおりには、保育の内容として「五感を感じる保育」を記載し、毎月テーマを設定し保育に取り組む

ことを伝えています。4 月であれば春の花を探し、名前を調べたり、5 月であれば、「風」をテーマにして、

こいのぼり製作をしたりするなどの取り組みが実施されています。テーマに沿った保育の実施内容について

は、「五感を感じる保育」に沿って、園長、主任と共有した上で実施しています。一例として、園長が、製作

したこいのぼりを画用紙に貼るのではなく、尾が風でなびく様子を感じることが、五感を感じる保育の一環

となることなどを助言しています。これらの取り組みは、園だより等で保護者に伝えるとともに、タブレッ

ト型端末を使用し、子どもたちの活動写真をスライドショーにして示すなど、お迎えの際に保護者が閲覧で

きるよう工夫がなされています。 

 

 

〇さまざまな地域活動を通して、地域コミュニティの活性化に貢献しています 

地域のボランティア団体が主催する、公園の花植えへの参加や近隣小学校の清掃活動への参加、また近隣

公園のゴミ拾いなど、さまざまな地域活動を通して、地域コミュニティの活性化に取り組んでいます。また

行事の際は、園が所在するマンションの方に案内を配布したり、当日使用できる購入用のチケットを配布し

たりしています。さらに、花植えなどで定期的に交流している方をはじめ、園行事に近隣の方を招待する取

り組みも行われています。その他、園が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや専門的な情報を、地

域に還元する取り組みの一環として、区が主催する「赤ちゃん広場」に年に２～３回参加し、乳児を持つ子

育て家庭の相談を受けたり、手遊びや絵本の読み聞かせなどを提供しています。これらの取り組みを通して、

地域コミュニティの活性化に貢献しています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇山遊びを通して、子どもたちが身近な自然とふれあうことができるよう取り組んでいます 

園では月に 1 回、4 歳児、5 歳児を対象に専門の講師を招き、山遊びに取り組んでいます。山遊びでは、近

隣の公園に生息する虫を見つけ、虫の名前や特徴などを知る取り組みや、木の実を使った染め物、葉っぱの

お茶作り、また、どんぐりをころがして音を楽しむなど、子どもたちが身近な自然とふれあうことができる

よう取り組んでいます。また、公園内にロープを張り、綱渡りをするなど、遊びの中で、さまざまな身体活

動をする機会にもなっています。こうした取り組みに対して、系列園の職員が研修として参加することで、

身近な自然を通した子どもたちへの関わりについて学ぶ機会にもなっています。 
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3．工夫・改善が望まれる点 

〇日々の職員の自己評価を、園全体の自己評価につなげる仕組みづくりが期待されます 

日々の職員の自己評価については、週案、月間指導計画等の保育に対する自己評価で保育内容を見直し、

実施しています。また、年に 2 回の園長面談で使用されるスタッフシートにおいても、年間を通じての自ら

の保育実践の振り返りを行っています。今後はさらに、自己評価について職員間で意見交換をして学び合い、

園としての課題を取り上げ検討するとともに、職員会議等で定期的に確認することで、園全体としての自己

評価につなげていくことが期待されます。 
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：10 月 19 日、10 月 26 日】 

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

観察時は散歩に出かけました。子どもたちは、靴下が入っているケースからそれぞれ自分の靴下を持

ってきて、保育者に履かせてもらおうと手渡します。保育者は、「手を鳴らそう、足鳴らそう、お腹ポ

ンポン」などの歌を口ずさみながら、順番に靴下を履かせたり、帽子を被らせたりなど楽しく散歩の準

備をしていきます。子どもたちも歌を聴きながら、足を床に当てだんだんと鳴らし、散歩へ行く気持ち

が高まっているように見えます。準備が整いバギーに乗って出発です。 

公園までの道のりで、保育者は「葉っぱだね」「車が走ってるね」などと子どもたちの目に映る風景

を声に出して伝えています。子どもたちは、保育者とのやり取りを楽しみながら、花や葉っぱなどの植

物を見つけると、バギーの中から手を伸ばし、触れようとする姿も見られました。 

公園に向かう途中、車やオートバイが行き交う交差点をいくつも渡りましたが、保育者は互いに声を

掛け合いながら、安全確認に十分配慮していました。 

 住宅地の真ん中にある小さな公園に着きました。保育者は順番に一人ずつバギーから降ろし、子ども

たちと一緒に砂場に向かいました。保育者が小さなバケツに砂を詰めてひっくり返し、砂の山をいくつ

か作りました。子どもたちは、砂に触れてみたり、握ってみたり思い思いに感触を楽しんでいます。ま

た、小さな手で砂を握っては、お団子のような形にしようと試みる子どももいます。砂場で遊んでいる

と、一人の子どもが砂場の縁へ向かいました。20 センチぐらいの高さの石の縁をよじ登りはじめます。

保育者は、「外へ出たいのねー」と子どもの気持ちを代弁し、危険がないようその様子を傍で見守って

います。子どもが縁を登り終わるのをゆったりと待ち、砂場の外へ出ることに成功すると「出られたね

ー」と、子どもの気持ちに共感していました。 

公園から戻り、給食を終えると、お腹がいっぱいになった子どもたちは、保育者の腕の中ですやすや

と眠っています。保育者は窓のカーテンを閉め部屋の明かりを暗くすると、静かに子どもを布団の上に

降ろし、心地良く眠れるよう環境を整えていました。 

 

□1 歳児クラス 

観察時は、秋の自然物を探しに散歩に出かけました。園の周囲にはさまざまな公園がありますが、今

日はその中でも広く自然物とたくさん出会える公園に行きました。公園の中にある大きな木は木陰を作
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り、小さな木や草花は子どもたちが自然や虫たちと出会える場所になっています。 

公園に着くと、さっそくどんぐり探しを始めた子どもたち。思い思いにどんぐりを拾って楽しんでい

ます。どんぐりを探している途中で、木の根っこの近くにしゃがんでいた子どもが「きのこだ！きのこ

があるぅ！！」と、叫びました。みんなが「どこどこ？」ときのこを見に集まって来ました。小さなき

のこの発見に、保育者もすぐに近寄り「ほんとだ、きのこだねー、朝の歌できのこの歌うたったよねー」

と、今朝の歌の主役であったきのこの発見を共に喜んでいます。きのこの他にも、色づいた落ち葉や木

の枝を拾うなどして、秋の自然物探しを楽しみました。 

 保育者が子どもたちに、「つくしんぼさん帰りますよー！」と声をかけると思い思いに秋探しをして

いた子どもたちが保育者の周りに集まってきました。どんぐりのお土産を手にした子どもたちは、満足

した様子で友だちと手をつなぎ、園に向かいました。 

園に戻ると、子どもたちは靴と靴下を一人で脱ぎ、靴箱に片付けに行きます。保育者は様子を見て、

まだ一人で上手くできない子どもにゆったりと援助しています。その後、順番に手を洗い、洗い終わっ

た子どもから椅子に座ります。保育者は、一人ひとりの子どもたちに寄り添って声をかけながら自分で

食事する気分へと導いています。食べ終わった子どもたちはお茶を飲み、口元のよごれを保育者が一人

ひとりの専用のタオルで拭き、さっぱりした様子でした。 

 

 

□2 歳児クラス 

観察時は、ハロウィンの製作活動を順番に楽しみました。テーブルにはビニールのクロスが敷かれ、

そこに保育者が画用紙と絵の具の準備をしていきます。画用紙にはハロウィンのお化けの絵が描かれて

いて、そのお化けに子どもたちが筆を使い、思い思いの色を塗っていきます。やがてピンクや水色のカ

ワイイお化けが出来上がりました。製作の順番を待っている子どもたちは、マットが敷かれたスペース

でブロック遊びをしたり、保育者の膝の上に寄りかかり、スキンシップを楽しんだりして過ごしていま

す。また、保育者が絵本を読みはじめると、ブロック遊びをしていた子どもたちが保育者のそばに集ま

ってきて、ゆったりと絵本を見る姿も見られました。 

やがて昼食の時間が近付き、保育者が子どもたちに遊び道具を片付けるよう伝えます。玩具棚はすべ

て子どもたちが自分で片付けやすいよう、子どもの肩くらいの高さになっています。子どもたちは、そ

れぞれブロックや絵本を元の位置に片付けはじめます。自分で片付けられた子どもに、「上手に片付け

たね」と保育者が褒めると、褒められた子どもは嬉しそうにはにかみます。 

片付けを終え、順にトイレに行きます。また、長い髪の子どもはゴムで髪の毛を結んでもらい、給食

の準備が進みます。 

テーブルの上に給食が配膳され終わると、保育者は子どもたちに質問します。「玄米ご飯ありますか？」

「シュウマイ風焼きものありますか？」「春雨サラダありますか？」と献立がすべて揃っているかを子

どもたちと一緒に確認していきます。子どもたちは、一つ一つの質問に「ありまーす！」と元気に答え

ていきます。最後の「デザートはバナナです」という一言に、子どもたちが「やったぁー！」と喜んで

いました。 
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□3 歳児クラス 

観察日当日は、近隣の公園に散歩に行きました。子どもたちは靴を履いたり、帽子を被ったり、水筒

を掛けたりと自分でできる散歩の準備を済ませ、玄関で保育者と話しながら、まだ準備が終わっていな

い友だちを待っています。園を出る前に、保育者は子どもたち一人ひとりの手指にアルコール消毒をし

て出発しました。子どもたちは二人一組で手をつなぎ、「エイエイオー」の掛け声をしてから散歩に出

発しました。散歩中は、歌を歌ったり、「ドングリあるかな～」などの歌を歌いながら公園へ向かいま

した。散歩中は引率の保育者 2 名が安全を確認し、横断歩道では子どもたちと一緒に「手を挙げて、右

を見て、左を見て」と確認しながら歩いていました。また、散歩中にすれ違う地域の方とも挨拶を交わ

す姿も見られました。 

公園に到着すると「きいて、きいて」と保育者がリズムよく子どもたちに伝えると、「な～にを聞い

て」と子どもたちが応え、保育者が話し始めました。その日の当番と保育者が話し合い、「だるまさん

がころんだ」をみんなですることになりました。子どもたちは、線に一列に並び鬼に向かって歩き始め

ます。「だるまさんがころんだ」の掛け声をよく聞きながら、少しずつ鬼に近づいていきます。鬼に「ア

ウト」と呼ばれた子は、保育者と一緒に鬼のところまで行くなど、ゲームを楽しんでいました。一人の

子どもが鬼にタッチすると、一斉に鬼から逃げ出します。鬼ごっこのように、子どもたちは鬼にタッチ

されないよう、公園中を元気いっぱい逃げていました。保育者の笛の合図が鳴り、「タッチされなかっ

たひと」と保育者が尋ねると、「はーい！！」と子どもたちは元気よく答えていました。鬼役を変えて

遊んだ後、公園の遊具でも遊びました。保育者は遊具の使い方を教えたり、散歩の前に園で読んだドン

グリの本について伝え、ドングリ探しなどもできるようドングリを入れるビニール袋を子どもたちに見

せたりしていました。 

公園から戻ると、給食の準備です。元気よく、「ただいま」と挨拶をして園に戻ってきた子どもたち

は、保育者に促されながら、手洗いやうがい、トイレに行くなど、一人ひとりが給食を食べる前の準備

に取りかかりました。保育者は各テーブルの消毒をして準備を終えると、席についている子どもたちの

手指にもアルコール消毒をしながら、順次配膳をしてきます。配膳が整うと、当番が前に出てきて、保

育者と一緒に給食があるかどうかを献立の内容を確認しながら伝えます。その後、「いただきます」の

挨拶をして、食事が始まりました。 

 

 

□4 歳児・5 歳児クラス 

朝の会は、4，5 歳児が一緒に行っていました。季節の歌などを歌う時には、歌うだけでなく、振り付

けや動きを入れながら楽しそうに行っていました。途中で、保育者のピアノの伴奏が速くなると、子ど

もたちはテンポに合わせながら振り付けをすることも楽しんでいました。その後、保育者が出席を取り、

今日の活動について伝えていました。子どもたちに分かりやすいよう、ジェスチャーや、絵などのプリ

ントを見せながら説明をしていました。 

公園では、4，5 歳児で組体操の練習に取り組みました。保育者は演目ごとによって変わる子どもたち

の立ち位置を、一人ひとり、子ども達と一緒に確認しながら進めていました。子どもたちは、保育者の
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手持ち太鼓のリズムに合わせて、すばやく移動したり、「エイヤー」などの掛け声をしたりと一生懸命

に取り組んでいました。保育者は時折、「戻るときはどうするんだったっけ？」「お友だちと間が空いて

るよ」など、必要に応じて子どもたち自身で気付けるよう伝えていました。グループごとにつけられた

色名でわかれた子どもたちは、前後で移動したり、隊形移動をしながらバツの形を作ったりと、一つ一

つを保育者と確認しながら取り組んでいました。保育者は子どもたちの頑張りを認めながら「すばらし

い」などの声掛けもしていました。 

組体操の後は、公園で遊びました。保育者の「いちについてヨーイピー」の合図で、遊具がある所ま

で一斉に子どもたちが走り出します。吊り橋や滑り台などがある複合遊具や、鉄棒、鬼ごっこをする子

どもなど、各々が好きな遊びを楽しんでいました。保育者は、全体の子どもたちの様子を見ながらも、

鉄棒で逆上がりの補助をしたり、一緒に鬼ごっこをするなどの関わりをしていました。また、ドングリ

探しなども楽しんでいました。 

園に着くと、給食の準備です。保育者は必要に応じて個別に声を掛けながら、給食の準備を整えてい

きます。子ども達も、飛沫防止のためのシートなどを自分で用意する姿が見られました。当番が前に出

て、保育者と一緒に子どもたち全員と献立の確認をします。保育者はお代わりができる時間や、食べ終

える目安の時間などを事前に子どもたちに伝えます。その後、「それではみなさんご一緒に、いただき

ます」と挨拶をして食事が始まりました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

B 

・園の理念や方針は、園のしおり、全体的な計画に明

文化されています。【保育方針】として、「あたたかい

心」「豊かな感性」「みんなのわ」を取り上げ、具体的

な内容が示されています。また、【保育目標】は、「明

るく 元気で 素直な子」「愛し 愛され 思いやりのあ

る子」「あいさつのできる子」です。 

・職員に対しては、会社理念や園運営理念等が記載さ

れている教育経営計画書を用いて、週１回の職員会議

にて読み合わせをすることで共有しています。 

・保護者に対しては、保護者懇談会等を通じて、理念

に沿った具体的な保育内容について伝えています。 

・園長は、園目標に沿った年度ごとのテーマを決めて

います。例として「子どもたちにいろいろな経験をさ

せる」「子どもたちの中で善悪の判断ができるように

なる」などです。これらのテーマは、個別の目標に反

映されるとともに、園だよりにて、保護者にも伝えて

います。さらに周知を図るため、今後は玄関に理念を

掲示することも検討中です。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

 

 

 

 

・社会福祉事業全体の動向については、本部の園長会

や区の園長会などを通して把握に努めています。区の

園長会では自治体に応じた保育の特色などが話し合

われるとともに、保育者の確保や育成などのテーマに
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□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

 

A 

 

 

A 

ついて共有しています。 

・地域の各種福祉計画については、計画に関連する内

容について区の各園長が担当し実施しています。当園

では要保護児童対策連絡協議会を担当し、年度末に実

施内容について報告するなどの取り組みが行われま

した。また、年に 3 回程度、幼保小連絡会があり園長

と年長児担任が出席しています。その際に、小学校教

諭と直接話し、就学までに身につけておいた方が良い

ことなどについて共有する取り組みが実施されてい

ます。 

・月１回、本部で行われる報告会において、県内の園

児の在籍状況や空き状況など系列園の情報を含め把

握しています。 
 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

 

・園の課題として、環境整備を取り上げています。環

境整備の内容は、園内の清掃や職員の服装、またマナ

ーなど、多岐にわたった項目で構成されています。実

施に関しては、系列園の園長がチェック表を用いて確

認する仕組みがあります。 

・課題については、系列園の園長がチェックした内容

について、職員会議などを通して職員と共有し、具体

的な取り組みが進められています。月ごとに環境整備

に関する目標を立て、実施するとともに環境整備に関

する研修などを行うことで、具体的な取り組みにつな

げています。今後は、さらに職員間で課題の改善に努

め、清掃面などの取り組みが期待されます。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

 

 

A 

 

 

B 

・中・長期計画は、会社理念や園運営理念等が記載さ

れている教育経営計画書にもとづいて、園の実情に合

わせて園長が作成しています。計画書には理念や目標

が掲げられ、具体的な項目として職員処遇や教育・保

育内容、環境整備、保護者会活動などが挙げられてい

ます。また、3 年後、5 年後、10 年後の目標について

明確にしています。数値目標については、備品や玩具
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改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

の購入額などが記載されています。今後は、具体的な

成果等を設定することにより、実施状況の評価を行え

る内容を踏まえた計画の策定が望まれます。 

・中・長期計画は、年度末に見直しを行い、次年度以

降の計画に反映させています。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

A 

 

 

B 

・単年度の計画として、年度ごとの事業計画がありま

す。計画は中・長期計画に沿って、主に園長が作成し

ています。食育計画や研修計画、園内研修などは職員

の意見を踏まえて作成し、年度末に見直しを行ってい

ます。 

・事業計画内には、年間行事予定のほか、保護者との

連携の計画、職員の研修計画、児童・職員の健康管理

計画、安全安心に対する取組計画などが具体的に示さ

れた内容になっています。 

・今後は、さらに中・長期計画の内容とのつながりを

明確に示し、達成度を把握するための具体的な成果等

を設定することが望まれます。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

取組を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・事業計画内の、年間行事予定や避難訓練計画、食育

計画や研修計画などは職員の反省内容にもとづいて、

園長が作成しています。 

・事業計画は、年度末に職員の意見を踏まえて見直し

を行っており、見直した内容については、会議等を通

して共有をしています。一例として、行事日程などの

見直しを行いました。 

・事業計画については、会議を通して職員に伝えてい

ますが、今後は、内容や実施状況についてさらに職員

の理解を促すための取り組みが期待されます。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

  
・事業計画の内容については、重要事項説明書や園だ

より、クラス懇談会などを通して、職員が受講した研

修など、関連した内容を伝えています。また、入園児
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布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

A 

 

B 

の面談、保護者会などでも具体的な保育内容と照らし

合わせて伝えています。 

・事業計画に関する保育実践の取り組みなどについて

は、日々の保育内容を文書で伝えたり、写真で知らせ

たりするなど、内容をわかりやすくまとめて伝える工

夫をしています。 

・今後は、園の理念に沿った事業計画の内容について、

保護者等の参加を促す観点からの周知や説明の工夫

が期待されます。 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）

を行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

B 

・日々の保育の質の向上に向けた取り組みとして、週

案などの指導計画を園長が確認し、必要に応じて助言

をしています。また、行事については、企画の際に職

員でテーマを決め取り組んでいます。今年度の運動会

のテーマは「げんき 100 倍！力を合わせ！スマイルキ

ッズ！～もりのこオリンピック 2020～」で、行事担

当者は行事内の各職員の担当と実施工程表を作成し、

各職員がテーマに沿って取り組みました。行事後は、

反省会を実施し、次年度の課題を明確にしています。 

・法人全体で年に 1 回実施される、園の取り組みに対

する保護者アンケートの結果を職員会議等で検討し

ています。また、本部による年に 2 回実施される園の

評価結果についても、職員会議等で共有し改善案を話

し合うなど、検討する場が、組織として位置づけられ

実行されています。今後は、検討した内容が、日々の

子どもたちへの関わりなどの保育内容にさらに反映

されることが期待されます。 

9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

 

 

 

 

 

 

・運動会や発表会などの行事の後に、保護者アンケー

トを実施しています。また、年に 1 回、園の取り組み

に対する保護者アンケートが実施され、分析した結果

やそれにもとづく改善を掲示しています。一例とし

て、園の活動の様子を保護者によりわかりやすく伝え

る取り組みとして、デジタルフォトフレームを使用

し、その日の子どもの様子を写真を通して伝える取り
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員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

A A 
組みを実施しました。 
 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長の役割と責任については、職員職務分担表に明

確に表明されています。職員会議等で周知されるとと

もに、職員室に掲示があります。また、園だより等に、

園長の役割に関する内容を掲載し、表明しています。 

・園長の役割の一つとして、仕組みづくりを取りあげ

ています。一例として、朝の受け入れの際の玄関対応

について、従来気付いた職員が対応していましたが、

時間帯に応じて担当者を決めるなどの仕組みづくり

を行っています。 

・緊急連絡先を職員室に掲示しています。園長が不在

の場合の権限委任は、主任が担当することが周知され

ています。 

11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

 

 

A 

 

 

A 

・遵守すべき法令等について、園長が月に１回行われ

る本部での園長会を通して、労務に関することや育児

休暇、個人情報等について認識を深めるとともに、本

部研修会に参加し理解を深めています。把握された内

容については、会議や日ごろの保育の中で具体例を示

しながら職員に伝えています。 

・こどもの森のおやくそくというマニュアルには、「お

やくそくの中の指導基準」「NG 用語集」等が記載さ
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について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

れ、人権にかかわる内容や、倫理観等が具体的に述べ

られています。園長は日ごろから子どもへの関わりや

保護者への関わりについて、こどもの森のおやくそく

の内容を踏まえ、具体的に職員に周知しています。ま

た、新卒の職員には、個別に研修を実施しています。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長は定期的に指導計画を見直す中で、保育の質に

関する課題を把握し、改善のための具体的な取り組み

を明示しています。また、園長は乳児会議・幼児会議

に参加し、指導力を発揮しています。 

・現在、保育の質に関する取り組みの一つとして、五

感を感じる保育を取り挙げています。月の保育のテー

マに合わせて、活動の中に五感を感じられる内容を取

り入れるようにしています。一例として、5 月は「風」

をテーマにしました。各クラス担任は、こいのぼり製

作の内容を計画し、園長、主任に報告し実施していま

す。その際に、園長は製作したこいのぼりを画用紙に

貼るのではなく、尾が風でなびく様子を感じること

が、五感を感じる保育の一環となることなどを助言し

ています。 

・園長は、保育の質の向上について園内研修や外部研

修の充実を図っています。園内研修は担当者と園長が

話し合い、現在園で必要な内容について取り上げるよ

う配慮しています。 
 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、

人事、労務、財務等を、毎月本部の園長会に報告して

います。園長会における報告会では、さらに話し合い

や分析が行われています。 

・本部管理のもと、園長は人員配置や働きやすい環境

整備等に具体的に取り組んでいます。例えば、職員旅

行や遠足を実施したり、クリスマスの際に職員でレク

リエーションをしたりするなど、働きやすい環境づく

りに努めています。 

・経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、組織内

に同様の意識を形成するための取り組みの一環とし

て、月に 1 回行われる、本部での園長会の内容を必ず

職員会議等を通して職員に伝えています。 
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２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施さている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方

や、福祉人材の確保と育成に関する方針等について

は、教育経営計画書に示しています。 

・本部では、年間を通して階層別の研修が計画されて

おり、職員は勤務時間内において研修を受けることが

できるよう計画されています。 

・園長は、スタッフシートを使用した年２回の職員面

談を行い、一人ひとりの課題に対して助言を行うこと

で育成につなげています。また、職務分担表にもとづ

き、各分担で求められる姿についても伝えています。 

・新卒の職員に対して、入社数ヶ月後に本人の保育風

景の写真等を同封した手紙を出身校に送付していま

す。また、園長は養成校への訪問を実施し、人材の確

保に努めています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・教育経営計画書の「組織に対する方針」「運営に関

する方針」「職員に対する方針」などで、期待する職

員像等を明確にしています。 

・人事基準や昇給等に関しては、就業規則に記載があ

り、職員は常時閲覧が可能です。園長は、スタッフシ

ートを使用した年２回の職員面談を行い、面談内容を

踏まえて各職員の勤務態度や働き方を評価・分析し、

職員評価シートを本部に提出することで賞与に反映

する仕組みがあります。評価シートは、勤務態度など

の項目ごとに 5 段階で評価するとともに、総合評価を

行います。また、各職員の得意分野や、貢献している

ことなどについても記載し、評価の対象としていま

す。 

・職員処遇の水準については、月 1 回本部で実施され

る園長会にて、把握した職員の意向や意見を報告し、

評価・分析するための取り組みにつなげています。 

・教育経営計画書には、職員の未来像としてアドミニ

ストレーションコース、マネジメントコース、スペシ

ャリストコースの具体的な職務内容が記載されてお
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り、職員が自らの将来の姿を描く仕組みにつながって

います。今後は、「期待する職員像等」に対応した、

具体的な課題等も示した総合的な仕組みづくりが期

待されます。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・シフト作成においては、各職員の早番、遅番、有給

休暇等の意向を踏まえて作成しています。 

・園長は勤怠システムを使用し、各職員の有給休暇の

取得状況や時間外労働のデータを把握して、月末に本

部に報告し、共有を図っています 

・職員が相談しやすいような組織内の工夫として、年

２回の園長による職員面談のほかに、系列他園の園長

との面談を年２回行っており、面談内容は自園園長に

報告するとともに、本部にも報告しています。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みとし

て、有給休暇取得の推進や、短時間勤務、早番遅番の

免除制度を実施しています。また、日ごろから、業務

の効率化を図り定時に勤務を終えられるよう配慮し

ています。 

・働きやすい職場づくりに関する取り組みとして、職

員の誕生日を祝うことや、職員遠足などを実施してい

ます。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・教育経営計画書には、「子どもに対する方針」「保護

者に対する方針」「組織に対する方針」等が記載され、

期待する職員像を明確にしています。年度始めの 4 月

の全体ミーティングにおいて、期待する職員像につい

て周知しています。 

・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、

年 2 回の園長面談とともに、その際に使用されるスタ

ッフシートの実施があります。スタッフシートには、

受け入れ、保育内容、保護者対応等の項目があり、職
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とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

員自身が振り返り、またその振り返りに対して園長が

達成度の評価をしています。また、各職員の目標を、

更衣室に掲示することで、職員間の共有につなげてい

ます。 

 

 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教

育・研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・こどもの森のおやくそくには、「職員の基本」「保護

者とのコミュニケーション」「安全管理」等が記載さ

れ、「期待する職員像」を明示しています。保育所が

職員に必要とされる専門技術や専門資格については、

職務分担表を用いて明示しています。 

・内部研修については、主に階層別に年間計画がたて

られ実施されています。また、担当者と園長が研修内

容を話し合い、園内研修を実施しています。外部研修 

は自治体が主催する研修を受講しています。研修内容

については職員室に掲示し、職員は参加希望の研修に

名前を記載する仕組みになっています。園長は、参加

希望の職員のシフトを、常勤・非常勤問わず調整し参

加しやすい配慮をしています。受講した研修について

は、研修報告書にまとめ、1 ヵ月以内に職員会議等で

共有する仕組みになっています。 

19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・各職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等に

ついては、履歴書等で確認しています。また、園長が

記載する職員評価シートには、各職員の得意なことな

どを記載する項目があり、園長面談を通して得られた

情報を記載することで把握に努めています。 

・新任職員に対しては、内定者研修を実施しています。

内定者研修では、こどもの森のおやくそくや教育経営

計画書について読み合わせをしたり、服装やお茶の出

し方、電話対応など社会人としての基本的なマナーな

どについても伝えています。各職員の経験や習熟度に

合わせた研修として、本部が主催する階層別研修があ

り、職員は勤務時間内に受講し、職員の職務や必要と

する知識・技術の習得に努めています。 



19 

 

・研修受講に関しては、外部業者と提携しており、オ

ンラインなども利用して受講できる体制があります。

非常勤職員も研修対象者として、希望制で受講するこ

とが可能です。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関す

る実習生マニュアルが整備されています。園長が主と

なり基本的な指導をするとともに、各クラスの職員が

日誌等の指導を実施します。 

・例年1名程度の実習生の受け入れを実施しています。

園長が窓口となり対応しています。実習プログラムに

ついては、学校の意向に合わせ、観察実習、参加実習、

責任実習などの実習形態に対応しています。実習開始

の前には、実習形態等を含め実習が実りのある経験に

なるよう、配慮する点などについて職員に説明してい

ます。 

・指導者に対する研修として、本部での研修や園内研

修があります。受け入れにあたっての注意事項等を把

握することが可能です。 

・実習前にはオリエンテーションを実施し、学校側と

連携してプログラムを整備するとともに、実習中も、

巡回を通じて実習生の体調面等も含め、学校と連携し

ています。 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 

21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・法人の理念や基本方針、また具体的な取り組みは、

法人全体のホームページや各園のホームページにて

公開されています。また、保育士養成校などに掲示す

る求人票には、法人全体の概要が記載されているとと

もに、各園の具体的な保育の特色も記載されていま

す。 

・法人全体において年に１回、保育に関する保護者ア

ンケートを実施しています。実施後は、アンケート結

果を踏まえた改善案とともに玄関に掲示しています。 

・区が主催する「赤ちゃん広場」に年に 2~3 回参加し、

園の理念や基本方針等について、社会・地域に対して
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□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域に向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

明示し、園の存在意義や役割を明確にするように努め

ています。赤ちゃん広場は、乳児を持つ子育て家庭の

相談を受けたり、手遊びや絵本などを一緒に楽しむ機

会になっています。 

・区の子育て情報誌「あーそーぼ」に園の概要や保育

内容について掲載しています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

A 

 

 

A 

・教育経営計画書に、「経理、購買に関する方針」が

記載され、職員に周知しています。 

・園の運営管理については、本部と園で役割分担がさ

れており、事務、経理、取引等に関する内容は、本部

で管理され、園では毎月の予算に応じた購入計画が立

てられています。予算内で、食材や保育に使用する物

品を購入しています。 

・園で必要な物を購入する際は、購入前に園長に報告

し、遅番担当職員が購入しています。購入後は備品ノ

ートに購入物を記載するとともに、レシートを添付す

る仕組みになっています。また、園で所有する現金と

出納帳の額が一致しているかについては、複数の担当

者が毎日確認する仕組みになっています。 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体的な計画の「地域の実態に対応した保育事業と

行事への参加」として、園行事に近隣の方を招待する

ことや、近隣公園の花植えなど、基本的な考え方が示

されています。 

・子どもたちの地域との関わりとして、年長児の交流

会があります。交流会では地域の園とグループになり

就学先が同じ年長児が集まり近隣の園や公園でゲー

ムなどを通して交流を深めています。 

・地域の人々と子どもの交流の機会として、園行事に
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事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

A A 
地域の方を招待しています。夏祭りの際は、園が所在

するマンションの方に案内を配布したり、当日使用で

きる購入用のチケットを配布したりしています。 

・区の作品展に参加しています。作品展では、園全体

で取り組んだ製作や、年長児の作品の展示が実施され

ています。 

・地域における社会資源の利用については、区からの

手紙を配布したり、玄関に病児後保育のパンフレット

を置いたりして周知をはかっています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

□学校教育への協力を行っている。 

 

 

A 

 

 

A 

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢を明文化し

たボランティアマニュアルが整備されています。 

・ボランティアの受け入れとして、ボランティア団体

が主催する人形劇を実施しています。実施の際は、例

年保護者や近隣園の園児なども招待しています。 

・学校への協力として、例年 2 月ぐらいに、4~5 名程

度の中学生職業体験の受け入れを実施しています。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・地域の関係機関や団体などの社会資源の明示につい

ては、区の担当課の窓口、警察・消防関連、療育施設

や児童相談所等の連絡先が一覧表で示され、職員室に

掲示してあります。また、近隣の公園について写真を

含めて示したお散歩マップもあり、玄関に掲示してい

ます。これらの内容は、全体ミーティングで説明し職

員間で情報の共有化が図られています。 

・年に 1 回、区の保健師が園を訪問しています。その

際に、配慮が必要な子どもへの関わりなどについて相

談しています。相談後、保健師が定期検診の際に、配

慮して観察するなどの取り組みにつながっています。 

・区の民生委員との話し合いの中で、家庭状況に不安

がある子どもについて共有しています。共有後、民生

委員が、近隣の見回りを行うなどの取り組みにつなが

っています。また、園長は要保護対策地域協議会に参

加しています。 
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は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

・虐待等権利侵害については、区の窓口となる児童家

庭支援センター等と連携しています。また、発達に配

慮が必要な子どもについては、市の療育機関の担当者

に巡回してもらうなど、個別に対応をしています。 
 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

A 

 

 

A 

・年に２～３回開催される区が主催する赤ちゃん広場

に参加し、保育園が少なく入りづらいなどの地域の福

祉ニーズの把握に努めています。また、区の民生委員

との話し合いを通して、地域の生活課題等の把握に努

めています。 
 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、地域の実態に対応した保育事業

と行事への参加として「人的物的面の確保、保育教諭

の確保により乳児保育を含む3歳未満児の受け入れを

推進し、対応する」など、把握した福祉ニーズ等にも

とづいた具体的な事業・活動を、明示しています。 

・地域コミュニティの活性化やまちづくりなど地域貢

献に関わる活動として、地域のボランティア団体が主

催する公園の花植えへの参加や近隣小学校の清掃活

動への参加、また近隣公園のゴミ拾いなどに取り組ん

でいます。 

・園が有する福祉サービスの提供に関するノウハウや

専門的な情報を、地域に還元する取り組みの一環とし

て、区が主催する赤ちゃん広場に参加し、乳児を持つ

子育て家庭の相談を受けたり、手遊びや絵本の読み聞

かせなどを提供したりしています。また、園の行事に

地域の方を招待しています。 

・地域の防災対策への取り組みの一環として、近隣施

設と合同で、水消火器を使った訓練に参加していま

す。 
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Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

B 

・全体的な計画に記載のある保育目標には「自分のや

りたいことに向かって心と体を十分に働かせる、身近

な環境に主体的にかかわっていく」など、子どもを尊

重した保育の実施について明示されています。また、

全体的な計画は保育室内に掲示し、職員が理解し実践

するための取り組みにつなげています。 

・子どもを尊重した保育に関する基本姿勢について

は、保育所保育指針を振り返るとともに、こどもの森

のおやくそくに記載のある「おやくそくの中の保育指

導基準」を読み合わせることで、職員が理解し実践す

るための取り組みにつなげています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮については、こ

どもの森人権マニュアルに基本事項が記載されてお

り、合わせて、人権に関する内容の小テストなどを行

っています。また、本部の園長会で議題にあがった人

権に関する内容等を、職員会議で話し合うなどの取り

組みを実施しています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための取り組み

として、異年齢保育を定期的に行い、活動の中で年上

の子が年下の子を手伝うなどの機会を設けることで、

相手を思いやる心が育つよう配慮しています。 

・活動の際に、安易に男女別でグループを分けたりせ

ず、遊びのコーナーを作る中で、一人ひとりの子ども

たちが興味や関心に応じて活動に取り組むなど、性差

への先入観による固定的な対応をしないように配慮

しています。 

・今後は、性差への先入観による固定的な対応、子ど

もの人権、文化の違い、互いに尊重する心などについ

て、その方針を文書にて保護者へ周知するなど、さら

なる理解を図る取り組みが期待されます。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 
  

・子どものプライバシーの保護については、個人情報

保護マニュアルに記載があるとともに、教育経営計画
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□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

A 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

書の中の子どもに対する方針等に記載され、職員間で

共有が図られています。 

・子どものプライバシーを守るため、トイレ内（適切

なスペース）でオムツ交換をしたり、シャワーをする

際には、男女で分けるなどの取り組みを実施していま

す。また、着替えをする際には下着１枚にならないよ

う、上を脱いだら上着を着るなどを習慣にするように

しています。このような具体的な内容は、保護者にも

懇談会等で伝えています。また、入園の際に個人情報

について説明し、同意書で確認しています。 

 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・ホームページや区の子育て情報誌、また園のしおり

などを通して、多くの人が園の理念や基本方針、保育

の内容や園の特性などについて理解が深まるよう取

り組んでいます。 

・園の見学やその受付などは園長が担当しています。

実際の子どもの活動の様子が見られるよう、見学時間

帯を考慮して見学案内や園の説明を実施しています。 

日程が合わない場合は、希望時間帯等を伺い見学時間

を変更して対応しています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・入園決定者には、事前に入園のしおり、重要事項説

明書等を配布し内容を確認してもらい、そのうえで入

園前面談を行っています。 

・重要事項説明書の内容を変更した場合は（保育料

等）、書面で示し新たに同意書をもらっています。 

・保育の開始にあたり、持ち物の説明の際は、保護者

等が理解しやすいように見本として実物を提示する

ようにしています。 
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□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

  
・アレルギーに関しては、市のフォーマットである「除

去食申請書に対する主治医の意見書」「除去食変更（解

除）・継続申請書」について説明し、保護者が園に必

要書類を提出しています。園は、半年に１回の頻度で

これらの必要書類を市に提出しています。また、法人

フォーマットにおいて除去食品チェック表を使用し

除去する食品の把握をしています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

A 

 

 

B 

・保育所転園の際には市の書式である「異動届 保育

所等」の書類を担当窓口に園から提出しています。 

・卒園、転園後も相談があれば園長が窓口になり、相

談ができることを伝えています。今後は転園、卒園後

の相談受付先について記述した文書を渡すなどの取

り組みが期待されます。 

・退園の際は、各クラスでお別れ会を実施し、その際

に担任職員が入園から退園までのアルバムを作り手

渡しています。また、クラスの子どもたちで作った製

作物も渡してます。退園後に園行事の案内を送付して

います。 

・卒園児は、就学した年度の夏に園に集まり、ゲーム

をしたり給食を食べたりするなどの取り組みが実施

されています。 

（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・家庭での子どもの情報などについては、連絡帳のや

り取りや、送迎時の保護者とのコミュニケーションの

中で把握、共有をしています。 

・行事後に保護者アンケートを実施するとともに、年

に 1 回、園の取り組みについて保護者にアンケートを

実施するなど、保護者に対し、利用者満足に関する調

査が定期的に行われています。内容については分析、

検討し改善案を添えて玄関に掲示しています。 

・年２回実施される運営委員会には、保護者３名、園

長、職員、系列園の園長、本部職員が出席し行われて

います。その中で、日々の保育に関すること、行事に

関すること、職員に関することなどについて説明する

とともに、保護者の意向の把握に努めています。 

・保護者の意向に関する把握された内容を職員会議等

で検討し、改善策を立て実施しています。一例として、 

運動会や発表会の際に、優先席を設置するなどの取り

組みを実施しました。 
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を行っている。 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

関わる取組が行われている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・苦情解決の体制については、重要事項説明書にて苦

情解決責任者及び本部事務局を相談窓口として明記

し、保護者に周知しています。 

・苦情解決の体制が整備されており、仕組みをわかり

やすく説明した掲示物が玄関に掲示されています。ま

た、玄関にはお客様ご意見はがきを準備し、保護者が

直接本部に苦情を申し出やすいよう工夫されていま

す。 

・これまでに、園のフリースペースで使用するマット

が滑りやすいとの意見があり、マットの滑り止めを使

用するなどの対策を実施しました。経緯は苦情簿に記

録しています。保護者へのフィードバックについて

は、内容に応じて個別に伝えるとともに、園全体に関

連する内容であれば、改善案を掲示するなど、苦情を

申し出た保護者等に配慮したうえで、公表していま

す。 
 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

A 

 

 

A 

・苦情や要望などに関わる相談窓口として、園や本部

事務局が対応することを重要事項説明書の中に記載

しています。園の対応については、園長、主任、担任

のいずれかに相談できることを伝えています。また、

第三者委員についての周知を玄関に掲示して行って

います。 

・保護者からの相談は、事務所にカーテンをつけるな

ど、落ち着いて話ができるスペースを確保して対応し

ています。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

 

 

 

 

・職員は、日々の保育における連絡帳のやり取りや、

送迎時のコミュニケーション、また活動の様子を伝え

る保育のボードなどにおいて、保護者が相談しやすく

意見を述べやすいように配慮しており、適切な相談対

応と意見の傾聴に努めています。 
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る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

A 

 

 

A 

 

 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順、

対応策の検討等について定めた苦情解決マニュアル

があります。また、園長は保護者の様子を見て、声を

かけ、必要に応じて面談をするなど、保護者の心身の

安定に努めています。 

・保育についての相談を受けた際は、内容によって検

討に時間がかかる場合に状況を速やかに説明するこ

とを含め迅速な対応を行っています。相談の内容や対

応は、職員間で共有し検討するなど、保育の質の向上

に関わる取り組みが行われています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスク

マネジメントに関する委員会を設置するなど

の体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保について責任、

手順（マニュアル）等を明確にし、職員に周知

している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検

討・実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・リスクマネジメントに関しては、園長を中心として

取り組み、事故防止マニュアルや安全マニュアルを職

員間で共有しています。 

・子どもの安心と安全を脅かす事例については、本部

の園長会で配布される、系列園で起きた事例を職員会

議等で職員に周知し、改善策や再発防止策を検討・実

施する取り組みを行っています。また、園で起きたヒ

ヤリハットの記録は、事故には至らずとも、事故簿に

保管することで職員のヒヤリハット事例に対しての

認識を高める取り組みにつながっています。 

・職員は、玄関、ホール、各保育室、各トイレなど園

内の安全チェック表を使用し、決められた項目につい

て毎日チェックしています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整
  

・感染症の予防と発生時の対応について、衛生管理マ

ニュアルが整備され、対応フローチャートと合わせ、
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備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

A 

 

 

A 

職員に共有されています。 

・感染症が発生した場合に、適切な処置が行えるよう、

健康管理マニュアルをもとに嘔吐処理研修などを園

内研修として実施しています。また、各クラスには嘔

吐処理セットが常備されています。 

・マニュアルについては、本部のマニュアル委員会で

見直すとともに、市のマニュアルについて年度末に園

で見直すなどの取り組みを実施しています 

・保護者への情報提供として、感染症の予防策や、園

内発生時の状況、また地域の情報などを保健だより

や、園内掲示などで発信しています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・災害時の対応体制として、災害マニュアルが整備さ

れており、職員会議で周知しています。日頃の園内の

対応として、落下防止のマットの使用、消火設備点検

などを実施しています。 

・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法について

は、「らくらく連絡網」を取り入れています。らくら

く連絡網を通して、月 1 回の避難訓練の様子を保護者

に伝えています。また、災害用伝言ダイヤルの取り組

みも実施しています。 

・食料や備品類などの備蓄については、備蓄リストを

作成し、園長が管理しています。 

・防火・防災対策の計画があり、年間を通した避難訓

練計画があります。訓練は自園だけでなく、近隣園と

合同での実施にも取り組んでいます。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

 

 

 

 

・保育についての標準的な実施方法については、「こ

どもの森のおやくそく」「教育経営計画書」に文書化

されています。内容については、新卒研修や園内研修

において周知、共有されています。 
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□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

A 

 

A 

・標準的な実施方法にもとづいて保育が実施されてい

るかどうかについては、指導案を確認したり、クラス

会議、職員会議で振り返りを行うことによって確認が

されています。 

・保育実践が画一的なものになっていないかについて

は、個別指導計画書のトイレトレーニングや着脱など

の生活面について特に確認し、必要に応じて見直しを

行っています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

 

 

A 

 

 

B 

・保育の標準的な実施方法については、本部のカリキ

ュラム委員や研修担当が検証・見直しを行い、定期的

に改訂を行っています。また、園内の職員会議でも見

直しが行われています。今後は、「こどもの森のおや

くそく」などに明示されている標準的な実施方法につ

いて、定期的に職員間で見直すなど、さらなる取り組

みが期待されます。 

・検証・見直しにあたり、職員会議で意見を出し合う

とともに、保護者アンケートで得られた保護者からの

提案などを把握し、保育の標準的な実施方法に反映す

る仕組みとなっています。 
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（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・入園の際は、入園前面談にて、児童票、健康記録、

すこやか手帳、母子手帳などを通して、適切なアセス

メントが実施されています。入園後の一人ひとりの発

達のアセスメントについては、「観察・個人記録」に

よって、健康、人間関係、環境、言葉、表現の５領域

から、発達を確認しています。健康面に関しては、食

事や生活習慣で項目がわかれ、具体的な内容で記載さ

れています。振り返りについては、年齢に応じて見直

す時期が決められています。また、保護者支援や今後

に向けた援助を記入する欄もあります。把握された内

容については、職員会議で共通しています。 

・全体的な計画にもとづき、指導計画が作成されてい

ます。必要に応じて、区の保健師の助言内容などを計

画に反映させることもあります。 

・トイレトレーニングや着脱、また箸の使用などにつ

いて、保護者との面談内容を踏まえ、個別の指導計画

を策定しています。指導計画に関連する園でのトイレ

トレーニングの実施方法などについては、各クラス前

に掲示し、保護者との情報共有に取り組んでいます。 

・支援困難なケースについては、区の保健師に相談す

るなど、連携が取れる体制となっています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・週案、月間指導計画、年間指導計画などの指導計画

の見直しを行う時期が定められています。見直した内

容については、園便りやクラス懇談会等で保護者に伝

えています。また、緊急に指導計画を変更した際は、

園長、主任に報告をするとともに、職員会議で周知す

る仕組みを定め実施しています。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、保育の質の

向上に関わる課題などが明確になるよう、園長が確認

し、具体的な課題について指導しています。 

・指導計画の評価・見直しにあたっては、保育の質の

向上に関わる課題などが明確になるよう、園長が確認

し、次の計画に反映できるよう指導しています。 
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い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に活か

している。（保育所） 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・個別指導計画などにもとづき保育が実施されてお

り、記録により確認することができます。また、園が

定めた統一した様式による「観察・個人記録」「個人

記録」「保育日誌健康記録」「連絡帳」などにも、子ど

もの発達・生活状況などを記録しています。 

・職員によって記録内容や書き方に差異が生じないよ

うに、リーダー、主任が確認し、園長が最終確認をす

るという仕組みがあり、職員には必要に応じて指導し

ています。 

・職員間で情報を共有するための伝達ノートがありま

す。各職員は伝達ノートを確認し、確認のサインをす

ることによって、情報共有の漏れがないようにしてい

ます。 

・情報共有を目的とした会議として、毎日の職員会議

をはじめ、乳児・幼児会議、クラスミーティング、全

体ミーティングなどの会議の定期的な開催の取り組

みがなされています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

 

 

A 

 

 

A 

・個人情報保護規程により、子どもの記録の保管、保

存、廃棄、情報の提供に関する規程を定めています。 

・個人情報の記載がある書類については、基本的に職

員室で使用することとなっています。写真データ用の

SD カードは、その都度パソコンに写真を入れデータ

を空にし、専用のケースで保管するようにしていま

す。 

・個人情報に関連することは、教育の一環として、日

ごろから職員会議で周知しています。 

・個人情報の取扱いについては、入園前面談時に個人

情報同意書を使用して説明をしています。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・全体的な計画は、本部のフォーマットを基本としな

がら、保育所保育指針と照らし合わせ、職員と内容を

確認し主に園長が作成しています。各クラスの保育目

標等は担任が作成しています。 

・地域の実態に対応した保育事業と行事への参加につ

いては、年度ごとの地域の活動や交流内容を考慮し

て、毎年見直し、作成しています。また、特色のある

教育と保育については、園独自の内容を踏まえ「五感

を感じる保育」を取り挙げています。 

・作成された全体的な計画は、職員会議で共有すると

ともに、保育室に掲示することで職員への周知を図っ

ています。 

・今後は、さらなる職員参画のもとで全体的な計画が

作成されることが望まれます。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

着ける場所がある。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・室内の衛生面に関しては、清掃チェックリスト（床、

棚、机、玩具、コット、水道）、トイレ掃除表、水回

りチェック表等を活用して職員がローテーションで

掃除を行っています。 

・園内の設備については、玄関、ホール、各保育室、

各トイレ等を、安全点検表を用いて、毎日チェックを

行っています。 

・園の温度、湿度については、温湿度計で適切かどう

か確認をし、保健日誌に記入しています。また、保育

室内の温度、湿度については、睡眠チェック表に記入

しています。 

・一人ひとりの子どもたちがくつろいだり、落ち着い

て過ごせるよう、動きのある遊びと、静かに座って遊
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□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

ぶ机上遊びの空間を、玩具棚で仕切るなどの工夫をす

ることで確保しています。また、各クラスにマットを

敷いたり、フリースペースにソファーを置いたりする

など、くつろげる空間の確保にも工夫がみられます。 

・食事や睡眠のための心地よい生活空間を確保するた

め、食事以外のスペースを午睡に使用するなどの取り

組みが行われています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・個人記録、個人指導計画を作成し、子どもの発達と

発達過程、家庭環境等から生じる一人ひとりの子ども

の個人差に合わせた保育を心がけています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう、

また、うまく言葉で表現できない場合は、気持ちを代

弁するなど、子どもの気持ちを汲み取ることに配慮し

ています。フリーの保育者がクラスに入り、担任が 1

対 1 でじっくりと話を聴けるよう配慮しています。 

・子どもたちの欲求に応じる取り組みの一つとして、

当番活動を実施しています。当番は、朝と帰りの会で、

前に出て挨拶をしたり、食事の際にテーブルを拭いた

りするなどの取り組みを行っています。 

・言葉がけについては、否定的な言葉は使わず、肯定

的な言葉で伝えるよう心がけています。また、急かす

言葉や制止させる言葉を不必要に用いないよう、一人

ひとりの子どものペースに合わせて活動を行えるよ

う配慮しています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・基本的な生活習慣の習得にあたっては、個人面談や 

連絡ノート等を通して、家庭での子どもの様子を聞く

などの情報交換をしながら、園での関わりに反映さ

せ、一人ひとりの発達に合わせた援助を心がけていま

す。また、子どもが自ら取り組んだ際は、十分にその

姿を褒め、一人でできる嬉しさや楽しさを伝えるよう

にしています。 

・トイレトレーニング等の生活習慣の習得にあたって

は、個々のペースに合わせて無理なく進められるよう

家庭と連携して行っています。連携の一例として、園

生活の中でトイレ行く時間をクラス前に掲示し、トイ

レに行く間隔やタイミングを保護者と共有していま

す。 

・活動と休息のバランスが保たれるよう、活動の合間
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る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

に定期的にお茶の時間をつくっています。その際は、

テーブルと椅子を出し、ゆったりと休息できるよう配

慮しています。また、3 歳以上児のクラスには、ウォ

ータージャグを常備し、いつでも水分補給ができるよ

うな環境になっています。 

・歯磨きの際に磨き残しがないかを赤染色剤を使って

確認するなど、基本的な生活習慣を身につけることの

大切さについて、子どもが理解できるように働きかけ

ています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自主的・自発的に遊びができる環境として

コーナーごとに遊べる環境を設定しており、自分で好

きな遊びを選べるようにしています。コーナー遊びと

して、ブロック遊びやごっこ遊び、またバランスボー

ドなどの大型遊具などがあります。コーナー遊びの設

定の際は、動きのある遊びと、静かに座って遊ぶ机上

遊びなどの空間を分けることにも配慮しています。 

・毎月 1 回、体育指導の講師が来園し、体操やマット

運動、跳び箱などに取り組む機会を設けています。ま

た月に 1 回、専門の講師を招き、山遊びにも取り組ん

でいます。山遊びでは、公園に生息する虫を見つけ、

虫の名前や特徴などを知るなどの取り組みが行われ

ています。さらに、合気道にも取り組んでいます。 

・生活と遊びを通して、友だちとの人間関係が育まれ

るよう、日ごろからルールのある遊びや共同製作を取

り入れています。また、縦割り保育を取り入れること

により異年齢とかかわる機会を設け、社会的ルールや

態度を身につけていくよう配慮しています。 

・子どもたちが友だちと協同して活動できるよう、日

ごろから心がけています。一例として、お店屋さんご

っこの際は、夏祭りで行った出店を再現したいという

子どもたちの意見から、保育者が必要な材料を準備し

た上で、子どもたちが協同してチョコバナナ屋さんや

綿あめ屋さんなどの出店をつくりました。 

・様々な表現活動が自由に体験できるよう、3~4 歳児

は一人ひとりの道具箱にクレヨン、はさみ、のりなど

の道具が入っています。5 歳児になると絵の具も入っ

ており、子どもたちはこれらの道具を使用し、廃材を

使った製作活動など、様々な表現活動を楽しんでいま
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す。 

6．乳児保育（0 歳児）において、養

護と教育が一体的に展開されるよう

適切な環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・長時間過ごすことに適した生活と遊び及び環境の工

夫の一つとして、玩具の種類に配慮しています。例え

ば、感触を感じる素材の玩具や、音の出る玩具などを

用意しています。また、様々なものに興味、関心がも

てるよう、適宜、玩具を入れ替えるなどの取り組みを

実施しています。 

・保育士等と情緒の安定が持てるよう、担任が休みの

際は、できるだけ毎回同じフリーの保育者がかかわる

よう配慮しています。 

・着替えや授乳、食事などの際には、子どもの表情を

大切にし、子どもの気持ちを代弁した上で、応答的な

かかわりを心がけています。 

・はいはいやつかまり立ちが安全に行えるよう、家具

の角にはコーナーガードを取り付けるとともに、必要

に応じて椅子や机を片づけ、発達過程に応じて十分に

運動遊びができるよう配慮しています。 

・家庭との連携に関しては、懇談会や公開保育、また

日々の子どもの様子をらくらく連絡網や連絡帳で伝

えることで連携を密にするよう心がけています。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが自分で

しようとする気持ちを尊重しています。トイレトレー

ニングについては、トイレトレーニング表を作成し、

一人ひとりのタイミングに合わせてトイレに誘うな

どの取り組みにつなげています。その際に、ズボンを

履くときは、自分でやりたい気持ちを尊重し、職員間

で連携して、ゆったりと見守れるよう配慮していま

す。 

・子どもが安定して遊びを中心とした自発的な活動が

できるよう、玩具を自分で取れる位置に置いたり、種

類別にしたりするなど、適宜、子どもたちが遊びやす

いよう環境を構成しています。 

・子どもの自我の育ちを受け止め、うまく言葉で表現

できない時は、保育者が代弁するなどのかかわりを大

切にしています。また、友だちとのかかわりにおいて

も、一人ひとりの子どもたちの様子を見守る中で、必

要に応じて保育者が仲立ちや代弁をし、楽しく遊べる

よう配慮しています。 
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携した取組や配慮がされている。 ・年上の子どもとかかわる機会が欲しいという保護者

からの意見も踏まえ、定期的に合同保育を行っていま

す。一例として、1 歳児と 5 歳児、2 歳児と 3 歳児な

どがペアとなり、年上の子どもが年下の子どもの手伝

いをするなどの取り組みを実施しています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・３歳児クラスは、集団の中で安定しながら、遊びを

中心とした興味関心のある活動に取り組めるよう、見

立て遊びやごっこ遊びが十分にできるような道具や

空間などの環境を整えています。また、感触遊びなど、

五感を感じる保育にも取り組んでいます。保育者は環

境を設定し、見守る中で、必要に応じて声かけや援助

をしています。 

・４歳児クラスは、集団の中で自分の力を発揮しなが

ら、遊びや活動に取り組めるよう、製作やごっこ遊び

などを通して、一つの目的に対してアイデアを出し合

いながら活動する姿を大切にしています。また、発表

会では、自分たちが着る衣装作りにも取り組み、友だ

ちとともに楽しみながら取り組む活動の一つとなっ

ています。 

・５歳児クラスは、集団の中で一人ひとりの子どもの

個性が活かされ、友だちと協力して一つのことをやり

遂げる機会として、夏祭りでのおみこし製作や、お泊

り保育でのクッキングや T シャツづくりに取り組み

ました。おみこし製作は、子どもたちでデザインや設

計をし、海賊船に見立てたおみこしを完成させまし

た。お泊り保育のクッキングは、自分たちで育てた野

菜を使い、カレー作りに取り組みました。T シャツづ

くりでは、色を染めてオリジナルの T シャツを作り、

運動会の際にみんなで着て出場する取り組みにつな

げました。 

・子どもが取り組んできた協同的な活動のひとつとし

て、年長児が季節に応じた製作活動について話し合

い、折り紙でキノコを製作しました。製作は区役所内

に展示し、保護者や地域等に伝える取り組みの一環と

なっています。 
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9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・障害のある親子等に配慮し、エレベータを設置する

など、施設のバリアフリー化に取り組んでいます。 

・障害のある子どもの状況に配慮した個別の指導計画

を作成し、計画にもとづき子どもの状況と成長に応じ

た保育を行う体制が整えられています。 

・子ども同士の関わりへの配慮として、保育の中で絵

カードなどの視覚的教材を使用し、障害のない子ども

にもわかりやすい取り組みを行い、共に成長できるよ

う配慮しています。 

・発達に配慮が必要な子どもについては、市の療育機

関と連携を取り、巡回や助言を受けるなど、適切な対

応ができる体制を整えています。 

・障害のある子どもについて、外部研修の受講や、系

列園の園長によるムーブメント研修の受講、テキスト

内容の確認などを通して、必要な知識や情報を得てい

ます。 

・自治体から配布される、区の相談窓口を紹介したパ

ンフレットなどの配布や、関係機関などを記載した一

覧を玄関に掲示するなどの取り組みを通して、保護者

に対して必要な情報を伝えています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、各年齢の月間指導

計画にその項目欄があり、毎月記載があります。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、保育

室にマットを用意し、くつろげるスペースをつくるな

どの環境を整えています。また、一人ひとりの体調に

も十分に配慮しています。 

・子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせるよう、

保育者は絵本を読んだり、部屋を区切って少人数で遊

べる空間をつくるなどの配慮をしています。また、年

齢や一人ひとりの子どもの興味関心に応じて、適宜、

玩具を入れ替えるなどの取り組みも実施されていま

す。 

・引継ぎについては、遅番担当者へ、連絡事項と共に

一日の子どもの様子やエピソードを伝え、遅番担当者

が保護者に伝えています。伝えた後は、必ず引き継ぎ

ノートにチェックを入れています。 

・担当の保育者と保護者との連携が十分にとれるよ

う、乳児クラスにおいては、いずれかの担任が保護者

と直接話せるよう体制を整えています。 

11．小学校との連携、就学を見通し

た計画に基づく、保育の内容や方法、

保護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任にもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

A 

 

 

 

B 

・小学校との連携、就学に関連した事項が、全体的な

計画に記載されています。 

・子どもが、小学校以降の生活に見通しを持てる機会

として、小学校訪問を実施しています。校内見学や授

業の見学、実際にイスに座って授業体験をするなどの

機会が設けられています。また、1 月をめどに、個々

の生活リズムに配慮しながら、午睡をしない生活に取

り組んでいます。午睡をしない時間は、絵日記を書く

などの文字に触れる機会を設けています。 

・保護者が、小学校以降の子どもの生活について見通

しを持てる機会として、午睡をしない時間で子どもた

ちが取り組んでいる、絵日記を掲示しています。また、

懇談会の中で、既に小学生の子どもを持つ保護者から

話を聴く機会を設けるなどの取り組みが実施されて

います。今後は、より保護者の就学への不安を取り除

き、期待と見通しが持てるよう、さらなる取り組みが

期待されます。 

・職員は、幼保小連携会議への参加や、小学校訪問な

どを通して小学校教員との意見交換を行うなど、就学
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に向けた連携を図っています。 

A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関す

る知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・健康管理マニュアル、衛生管理マニュアルなど、子

どもの健康管理に関するマニュアルがあり、それにも

とづき一人ひとりの子どもの心身の健康状態を把握

しています。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては、引き継ぎ

ノートに記載し、保護者に伝達漏れがないよう取り組

んでいます。また、必要に応じて担任から電話連絡を

することもあります。 

・子どもの保健に関する計画として、保健年間計画が

あります。計画に沿った実施内容については、保健だ

よりや掲示などを通して、保護者に伝えています。 

・一人ひとりの子どもの健康状態に関する情報を、乳

児会議や幼児会議等を通して、関係職員に周知し、共

有しています。また、個人ごとの予防接種の状況等を

記載する健康手帳があります。毎月実施する身体測定

の結果を保護者が確認した際に、予防接種の状況な

ど、子どもの健康に関わる必要な情報が保護者から得

られるようにしています。 

・乳幼児突然死症候群（SIDS）に関しては、0 歳児～

2 歳児は 5 分ごとに SIDS のチェック表に沿ってチェ

ックをしています。3 歳児以上は、適宜クラス全体を

通して確認をしています。また保育室内に、SIDS に

関する掲示をしています。保護者に対しては、入園前

の保護者会で説明をしています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保

育に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に活かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

・健康診断や歯科検診の結果を保健年間計画に反映さ

せて、年齢ごとの歯磨き指導などを行っています。乳

児クラスにおいては、歯磨きに興味をもつことから取

り組み、幼児クラスでは生活習慣の一つであること

や、歯垢などの汚れを落とすことなどを伝えていま

す。 

・内科健診では、事前に保護者からの相談を受けると、

受診時に園が確認し、その後保護者に伝えています。 

・内科健診、歯科検診の結果は、個人ごとの健康手帳

を使用し、保護者に伝達しています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等の

ある子どもについて、医師からの指示

を受け適切な対応を行っている。 

  
・アレルギーに関しては、半年に一度、市の健康管理

委員会に書類（アレルギーのための除去食対応許可）

を提出しています。毎月月末に、保護者と栄養士、担
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□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

A 

 

 

 

A 

 

 

任、園長が参加するアレルギー面談を実施し、提供す

る献立内容等の確認をしています。 

・除去食については、朝の時点で除去食の有無等につ

いて担任が確認し、配膳時は除去内容のテープが貼ら

れた専用のトレーを使用し、関係職員で確認後、提供

しています。 

・アレルギー疾患、慢性疾患等については、職員会議

で具体的な事例を取り上げながら共有することで、必

要な知識・情報を得たり、技術の習得につなげていま

す。 

・子どもたちがアレルギー疾患、慢性疾患等について

の理解を図るための取り組みの一つとして、保護者の

了解を得て、特定の食材を食べると痒くなってしまう

ことなどを伝えています。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

A 

・食に関する豊かな経験ができるよう、年間食育計画

を立て、毎月食育活動を取り入れています。また、毎

月の給食会議で各クラスの喫食状況などを議題に取

り上げ検討するなどの取り組みが実施されています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事ができる環境づく

りとして、色々な子どもとかかわることができるよう

食事をするグループを変えたり、テーブルの配置を変

えるなどの配慮をしています。またお弁当遠足とし

て、空の弁当容器を持参し、給食を弁当に詰めてテラ

スで食べるなどの取り組みも実施されています。その

際に、布などで弁当を包む経験もしています。 

・個人差に応じて食事が摂れるよう配慮しています。

離乳食では、月齢に合わせた食材の硬さや大きさなど

に配慮しています。また、一人ひとりの体調に合わせ

て、量を加減するなどの取り組みも実施されていま

す。 

・食べたいもの、食べられるものが少しでも多くなる

よう、食材の栄養素について話したり、野菜を育てる

などの取り組みを実施しています。また、子どもたち

は日本地図を確認し、子どもたちが選んだ好きな都道

府県の郷土料理を提供するなどの取り組みも行われ
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ています。 

・子どもの食生活や食事に関する取り組みについて、

給食だよりや給食のサンプルの展示、また誕生日会に

保護者を招待するなどの取り組みが行われています。

今年度はコロナ禍で実施が難しかったため、誕生日会

の様子を撮影し DVD にして保護者にプレゼントする

などの取り組みを行いました。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を考慮した

献立を提供できるよう、適宜担任と保護者が話し合

い、食材の硬さや刻み具合など、調理の工夫につなげ

ています。 

・栄養士、調理師は各クラスを巡回し、子どもの食べ

る量や好き嫌いなどの把握に努めています。また、検

食簿を使用し、残食の記録をまとめるとともに、給食

会議で担任と話し合い、献立・調理の工夫に反映させ

ています。 

・季節感のある献立になるよう配慮し、行事食として

は夏祭りメニューや、七夕メニューなど楽しめる工夫

もなされています。 

・法人全体の献立に準じており、郷土食や各国の料理

なども取り入れています。郷土料理では、子どもたち

が選んだ都道府県の料理を、毎月の献立に取り入れる

などの取り組みが行われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

 

 

 

A 

 

 

 

A 

・家庭との日常的な情報交換は、送迎時の直接のコミ

ュニケーションや連絡帳、らくらく連絡網などを通し

て行っています。 

・保育の意図や保育内容については、日々のクラスの

活動を掲示したり公開保育を実施したりしています。

公開保育では、出来る限り普段の子どもの様子を知っ

てもらうよう、0 歳児～3 歳児までは、子どもに気づ

かれないよう覗き穴をつくり、子どもの様子を見ても

らいます。4 歳児、5 歳児は保育室の後ろで活動の様
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□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 
 

 

 

 

 

 

子を参観してもらいます。 

・様々な機会を活用して、保護者と子どもの成長を共

有できるよう、クリスマス会や節分など、保護者の参

加がない園内行事については、その様子を撮影し懇談

会等で上映しています。DVD は希望に応じて貸し出

しや購入が可能です。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

 

 

A 

 

 

 

A 

 

・連絡帳や、日々の活動を掲示する連絡ボード、また

活動の様子を送信できるらくらく連絡網など、日々の

コミュニケーションの積み重ねにより、信頼関係を築

くよう取り組みを行っています。 

・保護者からの相談に応じる体制として、個人面談や

懇談会等を実施しています。個人面談は、面談日程の

希望をとるなど、個々の事情に配慮して、相談に応じ

られる取り組みを行っています。 

・保育所の特性を生かした保護者への支援として、親

子遠足や運動会などの園行事の際に、お手伝いを募

り、保護者同士で交流できる機会を設けています。 

・相談内容については、申し送りノートに記載し、各

ミーティングで報告しています。必要に応じて、園長、

主任から助言が受けられる体制が整えられています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

A 

・虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、着替え

時の視診などを通して、子どもの心身の状態、家庭で

の養育の状況について把握に努めています。 

・虐待等権利侵害の可能性があると職員が感じた場合

は、速やかに園長に報告し、園内で情報を共有すると

ともに、園長は区の保健師と連携を取り対応を協議す

る体制があります。また必要に応じて、要保護児童対

策連絡協議会と連携を図る体制も整えられています。 

・虐待等権利侵害に関する内容は、虐待対応マニュア

ルを通して職員間で共有しています。また、マニュア

ルにもとづく園内研修を実施しています。 
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□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・日々の保育内容については、週案、月間指導計画等

の保育に対する自己評価で保育内容を見直し、職員間

で共有しています。また、年に 2 回の園長面談で使用

されるスタッフシートを通して、年間の自らの保育実

践の振り返りも行っています。 

・自己評価の見直しについては、一人ひとりの心の育

ちや意欲を持てるようにかかわることができたかな

どの視点に配慮し、振り返っています。振り返った内

容については職員間で共有し、互いの学び合いや意識

の向上につなげています。また、行事後にも各職員が

反省を行い、職員間で共有が図られています。 

・保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実践につ

なげています。一例として、年に 1 回、園の取り組み

について行う、保護者アンケートの結果を踏まえ、職

員が積極的に挨拶に取り組むことなどにつなげまし

た。今後は、さらに自己評価について意見交換をして

学び合い、園全体としての自己評価につなげていくこ

とが望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 


